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○意見公募手続を実施しなかった理由等の公示� （生活衛生課）……………２

○平成30年度福岡県介護支援専門員実務研修受講試験の実施
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○福岡県行政手続条例に基づく意見募集� （水産振興課）……………５

○開発行為に関する工事の完了� （都市計画課）……………５

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………６

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………７

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………７

○都市計画の図書の写しの縦覧� （都市計画課）……………７

　　　　監 査 委 員

○監査結果の公表� （監査委員事務局総務課）……………７

　　　　正　　　誤

○道路の区域の変更（平成30年福岡県告示495号）中正誤� ……………24

　福岡県告示第506号

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第１項の規定に基づき、次のように道路の区域

を変更する。

　その関係図面は、この告示の日から２週間、関係県土整備事務所において一般の縦覧

に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡県告示第507号

目　　　次

告　　　示

県土整備
事務所名

道路の
種 類 路線名 変 更

前後別 区　　　　間 幅 員
（メートル）

延 長
（メートル）

那珂 県道 平等寺  線
那珂川

前

筑紫野市大字平等寺576番
先から
筑紫野市大字平等寺590番
先まで

4.1
～
10.4

69.8

前

筑紫野市大字平等寺576番
先から
筑紫野市大字平等寺590番
先まで

4.7
～
9.3

71.8

後

筑紫野市大字平等寺576番
先から
筑紫野市大字平等寺590番
先まで

4.1
～
10.4

69.8
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　道路法（昭和27年法律第180号）第37条第１項の規定により、次のとおり道路の占用を

制限する区域を指定することとしたので、同条第３項の規定に基づき次のとおり告示す

る。

　その関係図面は、この告示の日から２週間、関係県土整備事務所において一般の縦覧

に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　道路の種類、路線名、占用を制限する区域及び図面縦覧場所

２　制限の対象とする占用物件

　新たに地上に設ける電柱（占用の制限の開始の期日より前に占用を認められた電柱

の更新又は移設によるものを除く。）。

　ただし、電柱を地上に設けるやむを得ない事情があり、当該道路の敷地外に直ちに

用地を確保することができないと認められる場合は、この限りでない。

３　占用を制限する理由

　緊急輸送道路の占用を制限することにより、災害が発生した場合における被害の拡

大を防止するため。

４　占用の制限の開始の期日

　　平成30年５月29日

　公告

　落札者等について、次のとおり公示します。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　契約に係る特定役務の名称及び数量

名称　福岡県住民基本台帳ネットワークシステムにおける県ネットワークの運用及

び保守業務

　　数量　一式

２　契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地

　⑴　部局の名称

　　　福岡県企画・地域振興部市町村支援課

　⑵　所在地

　　　福岡市博多区東公園７番７号

３　契約の相手方を決定した日

　　平成30年４月１日

４　契約の相手方の氏名及び住所

　⑴　氏名

　　　地方公共団体情報システム機構

　⑵　住所

　　　東京都千代田区一番町25番地

５　契約金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）

　　77,204,411円

６　契約の相手方を決定した手続

　　随意契約

７　随意契約を行った理由

　　政府調達に関する協定第15条１⒝に該当

　公告

　福岡県行政手続条例（平成８年福岡県条例第１号）第37条第４項第８号の規定に基づ

き、意見公募手続を実施しないでクリーニング業法施行細則（昭和40年福岡県規則第５

号）の一部改正を行ったので、次のとおり公示します。

　なお、関連資料については、福岡県ホームページ（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）に

掲載するほか、福岡県保健医療介護部生活衛生課に備え置きます。

公　　　告

道路の種類 路線名 占用を制限する区域 図面縦覧場所

県道 福岡志摩線 糸島市志摩初42番１先から
糸島市志摩初25番13先まで

福岡県土整備事
務所前原支所

県道 船越前原線 糸島市志摩初43番24先から
糸島市志摩津和崎61番１先まで

福岡県土整備事
務所前原支所



第
３
９
９
１
号

福
岡

県
公

報
3

平
成
30
年
５
月
15
日
　
火
曜
日

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　意見を募集しなかった理由

　今回の規則改正はクリーニング業法施行規則（昭和25年厚生省令第35号）の一部改

正に伴い、当然必要とされる規定を整備するものであり、福岡県行政手続条例第37条

第４項第８号に該当するため、同条例に定める意見公募手続を実施しなかったもので

す。

２　規則の公布日

　　平成30年５月11日

　公告

　平成30年度福岡県介護支援専門員実務研修受講試験を次のように実施する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　受験資格

　試験は、「介護支援専門員実務研修受講試験の実施について」（平成18年５月22日

老発第0522001号厚生労働省老健局長通知）の別添介護支援専門員実務研修受講試験事

業実施要綱３に定める者が、受験することができる。

２　試験

　⑴　方法

　　　試験は、筆記試験の方法により実施する。

　⑵　試験の期日、開始時間及び場所

　⑶　試験の内容及び問題数

　試験の内容及び問題数は次のとおりとし、その他詳細については、別に公表する

。

　⑷　試験時間

　　　120分（点字受験者180分、弱視等受験者156分）とする。

３　受験手続及び受付期間

　⑴　受験の申込方法

ア　受験願書１部に次に掲げる書類及び写真（申込み前３月以内に撮影した上半身

、無帽、正面向き、縦４センチメートル、横３センチメートルのもの）並びに受

験手数料8,600円を添えて、郵便（簡易書留に限る。）で公益社団法人福岡県介護

支援専門員協会（郵便番号812－0016　福岡市博多区博多駅南二丁目９番30号。以

下「介護支援専門員協会」という。）へ提出すること。

　　　ア　実務経験証明書

　　　イ　受験資格のあることを証明する書類

イ　受験手数料8,600円は、福岡県領収証紙により納入すること。受験手数料は、申

込み受付後においては、申込みを取り消した場合又は試験を受けなかった場合で

も返還しない。

　⑵　受付期間

　受験申込みの受付期間は、平成30年５月22日（火曜日）から平成30年６月26日（

火曜日）までとし、受付期間の最終日の消印のあるものまで受け付ける。

４　合格者の発表 

　　平成30年12月４日（火曜日）に受験者全員に対し、合否の通知を行う。

期　　日 開始時間 場　　所

平成30年10月14日
（日曜日） 午前10時00分

北九州市八幡東区平野一丁目６番１号
九州国際大学
福岡市城南区七隈八丁目19番１号
福岡大学

区　　　　　　　　　　　　分 問題数

介護支援分野

　介護保険制度に関する基礎知識に関すること。
　要介護認定及び要支援認定に関する基礎知識及
び技能に関すること。
　居宅サービス計画及び施設サービス計画に関す
る基礎知識及び技能に関すること。

25問

保健医療福祉サービ
ス分野

　保健医療サービス分野に関する基礎知識及び技
能に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合

15問
５問

　福祉サービスに関する基礎知識及び技能に関す
ること。 15問

合　　　　　　　　　　　　計 60問
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５　その他

　受験手続その他の問合せは、介護支援専門員協会（直通電話092－431－4590）に対

して行うこと。郵便で申込要領の送付を希望する場合には、宛先及び郵便番号を明記

して250円切手を貼った返信用封筒（角型２号程度でＡ４判の用紙を折らずに入れられ

る大きさのもの）を必ず同封すること。

　公告

　総合特別区域法施行規則（平成23年内閣府令第39号）第17条第８項の規定に基づき、

指定法人の指定の有効期間を変更したので、同条第10項の規定により次のように公示す

る。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　公告

　芦屋台地土地改良区から役員の就任及び退任の届出があったので、土地改良法（昭和

24年法律第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　退任理事

２　退任監事

３　就任理事

４　就任監事

　公告

　北九州市小倉南区吉田土地改良区から役員の就任及び退任の届出があったので、土地

改良法（昭和24年法律第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　退任理事

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

安　髙　澄　夫 遠賀郡芦屋町大字芦屋1128番地３

木　原　保　則 遠賀郡芦屋町大字芦屋1174番地

辻　　　美津枝 遠賀郡遠賀町大字鬼津736番地の２

石　松　　　實 遠賀郡岡垣町大字糠塚779番地

三　島　　　享 遠賀郡遠賀町大字尾崎952番地の１

本　田　順　一 遠賀郡芦屋町大字芦屋1218番地

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

河　野　正　博 遠賀郡岡垣町大字糠塚1100番地３

本　田　勝　人 遠賀郡芦屋町大字芦屋1107番地

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

安　髙　澄　夫 遠賀郡芦屋町大字芦屋1128番地３

石　松　秀　幸 遠賀郡岡垣町大字糠塚828番地

井　口　弘　光 遠賀郡遠賀町大字鬼津2133番地

本　田　　　新 遠賀郡芦屋町大字芦屋1218番地

安　髙　　　勝 遠賀郡芦屋町大字芦屋943番地

法人の名称 指定年月日 変更前の指定の有
効期間

変更後の指定の有
効期間 変更年月日

トヨタ自動車
九州株式会社 平成28年8月8日 平成30年3月31日ま

で
平成31年8月7日ま
で

平成30年３月30
日

秋　武　利　枝 遠賀郡遠賀町大字尾崎1093番地

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

安　髙　　　勝 遠賀郡芦屋町大字芦屋943番地

野　田　照　敏 遠賀郡岡垣町大字糠塚1353番地

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

平　尾　紀　征 北九州市小倉南区中吉田六丁目５番20号

川　井　義　春 北九州市小倉南区中吉田一丁目22番21号

岩　崎　英　憲 北九州市小倉南区上吉田四丁目12番19号

柴　崎　光　僖 北九州市小倉南区上吉田一丁目７番12号
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　公告

　知事管理量に係るくろまぐろの採捕の停止に関する福岡県規則案について、次のとお

り意見を募集します。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　意見募集期間

　　平成30年５月２日から平成30年６月１日まで

２　概要、受付方法等

　関連資料については、福岡県ホームページ（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）に掲載

するほか、福岡県農林水産部水産局水産振興課に備え置きます。

　公告

　福岡県海洋生物資源の採捕数量等の報告に関する規則案について、次のとおり意見を

募集します。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　意見募集期間

　　平成30年５月２日から平成30年６月１日まで

２　概要、受付方法

　関連資料については、福岡県ホームページ（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）に掲載

するほか、福岡県農林水産部水産局水産振興課に備え置きます。

　公告

　次の開発行為に関する工事が完了したので、都市計画法（昭和43年法律第100号）第36

２　退任監事

３　就任理事

４　就任監事

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

福　井　佐和美 北九州市小倉南区上吉田一丁目13番１号

坂　井　準　二 北九州市小倉南区中吉田六丁目３番18号

磯　部　芳　彦 北九州市小倉南区下吉田二丁目９番12号

磯　野　榮　治 北九州市小倉南区下吉田二丁目５番８号

吉　松　　　優 北九州市小倉南区上吉田五丁目18番21号

松　井　正　義 北九州市小倉南区中吉田五丁目２番３号

宮　永　征　昭 北九州市小倉南区中吉田六丁目３番40号

北　城　昭　雄 北九州市小倉南区下吉田二丁目11番15号

西　　　修　一 北九州市小倉南区上吉田二丁目13番８号

間　　　　　勉 北九州市小倉南区下吉田二丁目11番22号

磯　部　孝　夫 北九州市小倉南区下吉田二丁目９番13号

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

西　　　修　一 北九州市小倉南区上吉田二丁目13番８号

吉　松　　　優 北九州市小倉南区上吉田五丁目18番21号

岩　崎　英　憲 北九州市小倉南区上吉田四丁目12番19号

柴　崎　公　宏 北九州市小倉南区上吉田一丁目７番12号

平　尾　紀　征 北九州市小倉南区中吉田六丁目５番20号

坂　井　準　二 北九州市小倉南区中吉田六丁目３番18号

川　井　義　春 北九州市小倉南区中吉田一丁目22番21号

清　水　雅　利 北九州市小倉南区中吉田五丁目11番８号

間　　　　　勉 北九州市小倉南区下吉田二丁目11番22号

北　城　昭　雄 北九州市小倉南区下吉田二丁目11番15号

磯　野　榮　治 北九州市小倉南区下吉田二丁目５番８号

磯　部　孝　夫 北九州市小倉南区下吉田二丁目９番13号

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

植　野　啓　輔 北九州市小倉南区上吉田二丁目12番10号

松　井　賢　二 北九州市小倉南区中吉田四丁目25番18号

山　口　庄　司 北九州市小倉南区下吉田二丁目11番６号
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条第３項の規定により公告する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　開発区域に含まれる地域の名称

　　小郡市吹上字向野991番17

２　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　小郡市吹上991番９　酒井　優里子

　　三井郡大刀洗町大字今900番３ライフ平田１－206　酒井　祐信

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により篠栗町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日篠栗町告示第49号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により新宮町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日新宮町告示第52号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により新宮町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日新宮町告示第53号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により新宮町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日新宮町告示第54号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により新宮町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日新宮町告示第55号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により新宮町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日新宮町告示第56号）

　公告
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　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により飯塚市から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　筑豊広域都市計画地区計画の変更（平成30年4月2日飯塚市告示第105号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により福津市から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部都

市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　津屋崎都市計画地区計画の変更（平成30年４月１日福津市告示第68号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により北九州市から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部

都市計画課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　北九州広域都市計画地区計画の変更（平成30年３月30日北九州市告示第102号）

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１項

の規定により篠栗町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部下

水道課において公衆の縦覧に供する。

　　平成30年５月15日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡広域都市計画下水道の変更（篠栗町決定）（平成30年３月30日篠栗町告示第60号

）

　監査公表第13号

　平成30年３月６日に提出された福岡県職員措置請求（住民監査請求）については、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第242条第４項の規定に基づき監査を実施したので、そ

の結果を次のとおり公表する。

　　平成30年５月15日

福岡県監査委員　　山　下　 　郎　　

同　　　　　　　　行　正　晴　實　　

同　　　　　　　　岩　﨑　　　勇　　

同　　　　　　　　井　上　忠　敏　　

監査委員
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住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
の
結
果

第
１
監
査
の
請
求

１
請
求
人
及
び
請
求
書
の
提
出
年
月
日

）
請
求
人

（
略
）

）
提
出
年
月
日
平
成
年
３
月
６
日

２
請
求
の
内
容

（
）
請
求
の
概
要

請
求
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

福
岡
県
が
、
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
に
学
校
法
人
福
岡
朝
鮮
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い

う
。
）
に
支
出
し
た
福
岡
県
私
立
外
国
人
学
校
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
（
以
下
「
教
育
振
興
事
業
費
補
助

金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
の
な
い
旅
費
へ
の
支
出
等
、
違
法
又
は
不
当
な
支
出
が
あ
る
た
め
、

知
事
に
対
し
、
返
還
請
求
権
の
行
使
等
必
要
な
措
置
を
求
め
る
。

請
求
人
が
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
と
判
断
し
て
い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
詳
細
は
、
平
成
年
２
月
日
付
け
で
福
岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
私
学
振
興
・
青
少
年
育
成

局
私
学
振
興
課
（
以
下
「
私
学
振
興
課
」
と
い
う
。
）
及
び
福
岡
県
会
計
管
理
局
会
計
課
に
対
し
て
請
求
人
が

提
出
し
た
「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
（
後
記
第
３
の
３
参
照
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
領
収
書
等
の
証
明
も
な
い
ま
ま
に
支
出
さ
れ
て
い
る
旅
費
が
補
助
金
全
体
の
２
割
に
及
ぶ
。

イ
学
校
へ
の
補
助
金
で
あ
る
の
に
、
そ
の
全
体
の
２
割
が
夏
祭
り
の
打
ち
上
げ
花
火
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ウ
領
収
書
の
あ
る
旅
費
へ
の
支
出
に
つ
い
て
も
適
切
な
支
出
と
判
断
で
き
な
い
状
態
で
補
助
金
が
支
払
わ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

エ
記
念
切
手
の
購
入
や
郵
便
料
金
の
支
払
い
方
法
等
に
つ
い
て
も
不
適
切
又
は
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
。

オ
補
助
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
燃
料
費
に
つ
い
て
も
適
切
で
は
な
い
と
思
え
る
も
の
が
あ
る
。

カ
夏
祭
り
の
景
品
や
賞
品
へ
の
補
助
金
の
中
に
缶
ビ
ー
ル
や
高
額
な
商
品
等
、
学
校
に
対
す
る
補
助
金
と
し

て
は
不
適
切
な
支
出
が
あ
る
。

キ
購
入
さ
れ
た
商
品
が
不
明
な
ま
ま
で
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

ク
全
く
個
人
的
な
使
用
と
し
か
判
断
で
き
な
い
生
徒
の
交
流
試
合
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
の
飲
料

水
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
が
あ
る
。

ケ
各
種
行
事
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
配
布
と
貼
付
の
状

況
に
つ
い
て
県
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

コ
そ
の
他
に
も
不
適
切
な
支
出
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
詳
細
は
、
添
付
し
た
「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
中
の
「
そ
の
他
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
支
出
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
）
事
実
証
明
書
等

ア
公
文
書
部
分
開
示
決
定
通
知
書
の
写
し

イ
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書

ウ
年
度
別
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金

エ
年
度
別
旅
費

オ
平
成
年
度
旅
費
支
出
一
覧
表
（
領
収
書
あ
り
の
み
）

カ
「
領
収
書
が
な
い
旅
費
」
へ
の
補
助
金
の
支
出
状
況
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キ
「
領
収
書
が
な
い
旅
費
」
の
割
合

ク
打
ち
上
げ
花
火
の
補
助
金

ケ
旅
費
と
花
火

コ
朝
鮮
学
園
の
郵
便
料
金

サ
学
校
法
人
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

第
２
請
求
の
要
件
審
査

本
件
請
求
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
年
法
律
第
号
。
以
下
「
自
治
法
」
と
い
う
。
）
第

条
第
１
項
の
所

定
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
平
成
年
３
月
６
日
付
け
で
こ
れ
を
受
理
し
た
。

た
だ
し
、
本
件
請
求
の
う
ち
、
平
成
年
度
か
ら
平
成
年
度
ま
で
の
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
係
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
受
理
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

自
治
法
第

条
第
２
項
で
は
、
住
民
監
査
請
求
の
期
限
に
つ
い
て
、
「
当
該
行
為
の
あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た

日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

平
成
年
度
か
ら
平
成
年
度
ま
で
の
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
本
件
請
求
が
な
さ
れ

た
平
成
年
３
月
６
日
の
時
点
で
、
当
該
行
為
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
て
お
り
、
監
査
請
求
の
対
象
と
す

る
に
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

こ
の
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す
れ
ば
客
観
的
に
み
て

監
査
請
求
を
す
る
に
足
り
る
程
度
に
財
務
会
計
上
の
行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時

か
ら
相
当
な
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
平
成
年
９
月
日
最

高
裁
判
決
同
旨
）
。

ま
た
、
こ
の
「
相
当
な
期
間
」
に
つ
い
て
、
同
判
決
は
、
一
般
住
民
に
お
い
て
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す

れ
ば
客
観
的
に
み
て
監
査
請
求
を
す
る
に
足
り
る
程
度
に
財
務
会
計
上
の
行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
べ
き
日
（
月
日
）
か
ら
監
査
請
求
の
あ
っ
た
日
（
翌
年
３
月
７
日
）
ま
で
の
期
間
は
、
相
当
な
期

間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

請
求
人
に
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
年
度
か
ら
平
成
年
度
ま
で
の
学
園
に
対
す

る
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
情
報
開
示
請
求
を
行
い
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
公
金
の
不
適
切
な
支
出
と

思
わ
れ
る
項
目
が
多
数
見
つ
か
っ
た
の
で
監
査
請
求
を
行
っ
た
と
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
財
務
会
計
上
の
行
為
に
関
す
る
公
文
書
が
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
閲
覧
可
能
な
状
態
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
開
示
の
有
無
を
問
わ
ず
、
上
記
の
「
財
務
会
計
上
の
行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ

れ
る
時
」
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
（
平
成
年
２
月
日
東
京
高
裁
判
決
同
旨
）
、
上
記
の
最
高
裁
判
決

に
照
ら
せ
ば
、
本
件
請
求
は
、
相
当
な
期
間
内
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
請
求

要
件
を
欠
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
３
監
査
の
実
施

１
監
査
対
象
事
項

平
成
年
度
の
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
（
以
下
「
本
件
補
助
金
」
と
い
う
。
）
の
支
出
に
違
法
性
又
は
不
当

性
が
あ
る
か
否
か
を
監
査
の
対
象
と
し
た
。

２
監
査
対
象
機
関

私
学
振
興
課
を
監
査
対
象
機
関
と
し
た
。
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３
「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
の
概
要

「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
の
内
容
の
う
ち
、
本
件
補
助
金
に
係
る
部
分
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
領
収
書
の
な
い
旅
費

件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
教
師
や
生
徒
が
交
流
試
合
等
に
実
際
に
行
っ
た
の
か
、
人
数
の
確
認
が
で
き
な
い
。
保
護
者
や
教
師
等
の
送

迎
に
よ
り
、
実
際
に
は
交
通
機
関
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
購
入
し
た
切
符
を
実
際
に
は
使
わ
ず
に
払
戻
し
を
受
け
れ
ば
、
不
正
受
給
が
可
能
と
な
る
。

・
領
収
書
の
な
い
支
出
１
つ
１
つ
に
つ
い
て
、
適
切
な
支
出
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
を
す
る
こ
と
。
仮
に
そ
の

証
明
が
で
き
な
い
な
ら
、
学
園
か
ら
の
返
還
又
は
小
川
知
事
に
よ
る
弁
済
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
は
、
下
記
項
目
に
沿
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
実
際
の
利
用
人
員
と
行
先
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
証
明
（
バ
ス
に
つ
い
て
も
領
収
書
に
代
わ
る
何
ら
か
の
証

明
）
が
必
要
。

・
例
え
領
収
書
が
あ
っ
て
も
、
切
符
が
換
金
さ
れ
て
お
ら
ず
確
実
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
第
三
者
の
証
明
が
必

要
。

・
外
部
団
体
へ
の
補
助
金
支
出
の
際
に
、
領
収
書
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
な
く
て
も
支
出
で
き
る
と

い
う
根
拠
が
あ
る
な
ら
示
す
こ
と
。
も
し
、
支
出
が
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
と
証
明
で
き
な
い
支
出
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
を
回
答
す
る
こ
と
。

打
ち
上
げ
花
火
４
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
打
ち
上
げ
花
火
は
交
流
と
い
う
よ
り
も
個
人
で
の
観
賞
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、
コ
ス
ト
に
比
し
て
交
流

の
効
果
や
教
育
と
し
て
の
意
味
合
い
は
弱
い
。

・
子
ど
も
用
の
手
持
ち
花
火
程
度
な
ら
生
徒
間
交
流
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
各
地
の
花
火
大
会
は
、
交
流
と

い
う
よ
り
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
あ
る
い
は
地
域
の
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
、
毎
年

万
円
以
上
と
い
う
高
額
な
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
即
刻
や

め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
交
流
の
効
果
が
薄
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
額
な
花
火
大
会
へ
の
支
出
を
適
切
と
考
え
る
か
、
県
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
理
由
を
示
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
今
後
の

対
応
を
回
答
す
る
こ
と
。

領
収
書
は
あ
る
が
発
着
駅
等
が
不
明
な
旅
費
６
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
発
着
駅
・
枚
数
が
不
明
な
領
収
書
で
は
精
査
が
で
き
な
い
。
領
収
書
が
あ
っ
て
も
払
い
戻
し
た
可
能
性
も
あ

り
、

に
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

・
ど
の
よ
う
な
方
法
で
切
符
が
適
切
な
使
用
で
あ
っ
た
と
確
認
し
た
の
か
。

・
切
符
の
内
容
と
払
戻
し
の
有
無
を

に
問
合
せ
確
認
す
る
こ
と
（
も
し
払
戻
し
等
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
）
。

領
収
書
な
し
の
旅
費
の
支
出
と
打
ち
上
げ
花
火

・
小
川
知
事
は
記
者
会
見
で
「
予
算
執
行
後
も
調
査
し
、
確
定
さ
せ
て
い
る
。
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
で
（
北

朝
鮮
に
流
れ
な
い
よ
う
）
担
保
す
る
。
」
と
言
っ
た
が
、
領
収
書
の
な
い
旅
費
に
公
金
を
支
出
す
る
な
ど
の

惨
状
を
呈
し
て
い
る
。

・
一
般
県
民
か
ら
見
る
と
不
適
切
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
支
出
（
領
収
書
の
な
い
旅
費
や
打
ち
上
げ
花
火
）
が

補
助
金
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

郵
便
料
金
（
切
手
購
入
・
後
納
郵
便
）

件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）
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・
各
種
行
事
の
案
内
状
送
付
の
た
め
、
記
念
切
手
や
普
通
切
手
を
購
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
切
手
を
購
入
し

て
い
る
の
に
宅
配
業
者
の
メ
ー
ル
便
も
利
用
し
て
い
る
。

・
切
手
は
金
券
シ
ョ
ッ
プ
で
換
金
が
で
き
、
記
念
切
手
の
場
合
は
後
年
に
プ
レ
ミ
ア
も
つ
く
た
め
、
不
正
が
可

能
。
全
て
使
用
し
た
と
い
う
証
明
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
切
手
購
入
は
対
象
外
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
郵
便
料
金
を
補
助
対
象
に
す
る
な
ら
、
件
数
や
料
金
が
記
録
さ
れ
、
切
手
を
貼
る
手
間
も
省
け
る
別
納
郵
便

に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
後
納
郵
便
に
つ
い
て
は
、
請
求
書
の
内
容
を
示
す
明
細
書
の
提
出
が
な
い
。
補
助
対
象
外
の
事
業
分
ま
で
補

助
対
象
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
必
ず
請
求
明
細
書
の
提
出
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）
２
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
領
収
書
上
の
ガ
ソ
リ
ン
量
及
び
一
般
的
な
燃
費
か
ら
算
出
し
た
走
行
距
離
と
、
実
績
報
告
書
上
の
走
行
距
離

と
が
大
き
く
乖
離
し
て
お
り
、
本
当
に
福
岡
朝
鮮
初
級
学
校
の
運
動
会
の
た
め
の
貸
出
ト
ラ
ッ
ク
に
入
れ
た

ガ
ソ
リ
ン
な
の
か
確
認
で
き
な
い
。

・
次
の
点
を
学
園
に
確
認
し
、
適
切
な
支
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

・
レ
ン
タ
ル
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
ば
ど
の
業
者
か
ら
借
り
た
も
の
か
。
車
種
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

・
ど
の
よ
う
な
荷
物
を
ど
こ
ま
で
運
搬
し
た
の
か
。

景
品
２
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
シ
ー
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
ビ
ー
ル
は
、
生
徒
間
の
交
流
や
教
育
振
興
と
い
う
補
助
金

の
主
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
特
に
酒
類
は
小
学
生
と
は
関
係
な
い
。

・
景
品
は
、
生
徒
の
教
育
に
は
関
係
の
な
い
高
額
な
物
で
は
な
く
、
補
助
金
の
主
旨
に
則
っ
た
学
用
品
等
に
限

定
す
べ
き
で
あ
る
。
県
は
ど
う
考
え
る
か
。

飲
料
水
５
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
に
お
け
る
部
員
用
の
飲
料
水
は
、
交
流
や
教
育
振
興
に
は
関
係
が
な
く
、
私
的
・
個
人

的
な
使
用
で
あ
り
、
自
己
負
担
が
常
識
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
昼
食
や
夕
食
も

と
い
う
風

に
拡
大
解
釈
さ
れ
る
。

・
飲
料
水
を
認
め
た
根
拠
を
回
答
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
の
た
め
、
補
助
金
の
対
象
と
な
る
基
準
を
明
確
に

提
示
す
る
こ
と
。

品
名
や
商
品
内
容
が
不
明
の
も
の

・
領
収
書
は
あ
る
も
の
の
、
商
品
の
内
容
が
確
認
で
き
な
い
の
に
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
毎
年
相

当
数
あ
る
（
特
に

円
シ
ョ
ッ
プ
購
入
分
）
。

・
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
し
て
補
助
金
対
象
と
判
断
し
た
の
か
。

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
４
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
各
種
行
事
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
は
全
て
貼
付
・
配
布
を
さ
れ
た
の
か
。
県
は
使
用
状
況
を
確
認
し
て
い
る

か
。

・
チ
ラ
シ
は
実
際
の
配
布
数
の
把
握
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
補
助
金
の
対
象
外
と
す
べ
き
。
ポ
ス
タ
ー
は
、

貼
付
状
態
の
写
真
を
提
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
支
出

ア
舞
台
レ
ン
タ
ル
料
１
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
体
育
館
の
舞
台
等
代
替
施
設
が
校
内
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
舞
台
レ
ン
タ
ル
が
絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
の

か
。

・
福
岡
初
級
学
校
で
は
、
打
ち
上
げ
花
火
関
係
と
舞
台
装
置
で
約

万
円
も
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
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福
岡
校
全
体
の
５
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

・
万
円
単
位
の
補
助
金
支
出
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
や
学
生
の
交
流
に
本
当
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
か
、
補
助

金
額
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
る
か
を
考
え
て
支
出
項
目
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

イ
サ
ッ
カ
ー
大
会
へ
の
参
加
旅
費
１
件
：

円
（
う
ち
補
助
金
額

円
）

・
参
加
人
員
が
９
人
（
監
査
委
員
事
務
局
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
正
し
く
は
８
人
で
あ
っ
た
。
）
に
な
っ
て
い

る
が
、
サ
ッ
カ
ー
は

人
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
試
合
に
参
加
し
た
の
か
。
一
部
の
部

員
は
別
の
交
通
機
関
や
保
護
者
等
の
送
迎
を
受
け
た
の
か
。

・
県
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て
学
園
に
確
認
す
る
こ
と
。

４
請
求
人
の
陳
述

自
治
法
第

条
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
年
３
月
日
に
請
求
人
に
対
し
陳
述
の
機
会
を
設
け
た
。

請
求
人
か
ら
は
請
求
書
記
載
事
項
の
補
足
と
し
て
、
概
ね
以
下
の
内
容
の
陳
述
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
監
査
対

象
機
関
の
立
会
い
を
認
め
た
。

私
学
振
興
課
に
送
付
し
た
「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
内
の
全
項
目
に
対
し
回
答

を
行
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

領
収
書
が
な
い
状
態
で
支
出
さ
れ
た
補
助
金
で
、
適
切
な
支
出
で
あ
っ
た
と
い
う
証
明
が
な
さ
れ
な
い
補
助

金
に
つ
い
て
全
額
の
返
還
を
求
め
る
。

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
さ
れ
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
そ
の
全
額
の
返
還
を
求
め
る
。

ま
た
、
仮
に
学
園
か
ら
補
助
金
の
返
還
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
行
政
の
責
任
者
で
あ
る
知
事
に
よ
る
弁

済
を
求
め
る
。

「
適
切
」
又
は
「
不
適
切
」
と
判
断
さ
れ
た
補
助
金
の
項
目
の
全
て
に
対
し
て
、
そ
の
判
断
が
な
さ
れ
た
理

由
を
県
民
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
記
者
会
見
に
よ
る
説
明
や
公
報
へ
の
説
明
文
の
掲
載
等
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。

学
園
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
切
符
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
購
入
し
た

等
に
「
問
合
せ
確
認
」
を
行
い

「
乗
降
駅
」
や
「
切
符
の
使
用
の
有
無
」
の
履
歴
確
認
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

県
が
行
っ
て
い
る
他
の
外
部
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
領
収
書
が
な
い
状
態
で
の
支
出
、
補
助
金
の
対

象
と
し
て
は
疑
問
・
不
適
切
で
あ
る
よ
う
な
も
の
へ
の
支
出
、
そ
し
て
補
助
金
の
対
象
が
不
明
な
状
態
の
ま
ま

支
出
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
「
不
適
切
な
支
出
」
の
有
無
を
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

上
記

の
項
目
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
者
会
見
で
説
明
す
る
こ
と
や
説
明
文
を
公
報

へ
掲
載
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

上
記
の
調
査
で
「
不
適
切
な
支
出
」
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
件
数
・
内
容
・
金
額
を
県
民
に
知
ら
し
め
る
た

め
に
記
者
会
見
や
公
報
へ
の
掲
載
等
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

補
助
金
の
支
出
が
偏
っ
て
高
額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
同
一
・
同
様
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
つ
い
て

は
購
入
総
額
の
上
限
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

補
助
金
の
対
象
・
対
象
外
を
明
確
に
し
、
職
員
に
よ
る
判
断
の
違
い
に
よ
っ
て
基
準
が
段
々
と
甘
く
な
ら
な

い
よ
う
に
支
出
基
準
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
さ
せ
る
。
そ
の
場
合
に
は
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
特
に
留
意
す

る
。

・
領
収
書
又
は
そ
れ
に
類
す
る
証
明
の
な
い
も
の
に
は
支
出
を
認
め
な
い
。

・
特
に
換
金
が
容
易
な
切
手
・
商
品
券
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
類
は
対
象
外
に
す
る
。

・
補
助
金
の
支
出
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
同
一
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
購
入
総
額
の
上
限
を
決
め
る
。
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・
旅
費
等
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
必
ず
そ
の
切
符
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
確
認
を
行
う
。

・
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、
景
品
や
商
品
等
配
布
や
貼
付
を
さ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
配
布
や
使
用
状
況

を
確
認
す
る
方
法
を
確
立
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

・
切
手
の
よ
う
に
購
入
時
の
領
収
書
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
全
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
確
認
が
取
り
に
く
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
使
用
し
た
数
が
明
確
に
分
か
る
郵
便
窓
口
に
よ
る
支
払
方
法
を
指
定
す
る
か
、
補
助
金
の

対
象
か
ら
外
す
。

・
後
納
郵
便
料
金
等
、
対
象
事
業
と
関
係
な
い
料
金
ま
で
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
領
収
書
と
共
に
そ
の
使

用
明
細
等
を
提
出
さ
せ
て
確
認
を
行
う
。

上
記
の
支
出
基
準
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
と
、
後
日
の
精
査
や
監
査
に
対
し
て
十
分
な
記
録
を
残
す
た
め

に
、
表
計
算
ソ
フ
ト
等
に
記
録
用
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
領
収
書
の
内
容
内
訳
等
の
必
要
な
情
報
を

入
力
す
る
よ
う
に
し
、
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
記
録
や
精
査
が
行
え
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

上
記

～
の
項
目
が
実
現
す
る
ま
で
は
、
学
園
に
対
す
る
補
助
金
を
停
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

学
園
に
対
し
て
、
日
本
の
学
校
教
育
法
と
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
学
校
へ
の
改
革
を
求
め
、
そ
れ
が
達
成

さ
れ
る
ま
で
現
在
の
補
助
金
を
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

小
川
知
事
や
福
岡
県
庁
が
今
後
も
補
助
金
を
続
け
た
い
の
な
ら
ば
、
学
園
が
北
朝
鮮
と
朝
鮮
総
連
か
ら
教
育

内
容
、
人
事
、
財
政
に
つ
い
て
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
福
岡
県
民
に
対
し
て
公
の
場
で
証
明
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

５
監
査
対
象
機
関
の
陳
述

平
成
年
３
月
日
に
監
査
対
象
機
関
か
ら
の
陳
述
の
聴
取
を
行
い
、
概
ね
以
下
の
内
容
の
陳
述
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
請
求
人
の
立
会
い
を
認
め
た
。

（
）
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

ア
根
拠
規
定

学
園
に
対
す
る
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
法
（
昭
和
年
法
律
第

号
）
第

条
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
年
法
律
第
号
）
第
条
で
準
用
す
る
同
法
第
条
、
福
岡
県
補
助
金

等
交
付
規
則
（
昭
和
年
福
岡
県
規
則
第
５
号
）
第
４
条
、
福
岡
県
私
立
外
国
人
学
校
教
育
振
興
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
（
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
補
助
金
交
付
の
流
れ

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
校
法
人
は
、
事
業
計
画
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
要
綱
第
３

条
１
項
）
。

知
事
は
、
事
業
計
画
書
を
審
査
し
て
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
事
業
費
を
決
定
し

て
こ
れ
を
承
認
し
、
学
校
法
人
に
通
知
す
る
（
要
綱
第
３
条
１
項
）
。

当
該
通
知
を
受
け
た
学
校
法
人
は
、
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
要
綱
第
４
条
）
、
知
事
は
申
請

書
を
審
査
し
た
上
で
補
助
金
の
交
付
決
定
を
行
う
（
要
綱
第
５
条
）
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
学
校
法
人
は
、
翌
年
度
の
４
月

日
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
要
綱
第
８
条
）
。

知
事
は
、
提
出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
を
審
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
等
を
行
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

審
査
な
い
し
調
査
に
お
い
て
は
領
収
書
等
の
支
出
証
拠
書
類
も
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
補
助
金
の
交
付
決

定
の
内
容
及
び
こ
れ
に
付
し
た
条
件
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
補
助
額
を
決
定
す
る
も
の
で
あ

る
（
要
綱
第
９
条
）
。
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（
）
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
関
す
る
過
去
の
取
消
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て

教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
関
し
て
は
、
過
去
、
県
が
当
該
学
校
法
人
に
対
し
て
平
成

年
３
月

日
に

行
っ
た
交
付
決
定
の
取
消
及
び
返
還
請
求
す
る
こ
と
を
求
め
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

当
該
取
消
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
（
平
成

年
７
月

日
）
に
お
い
て
、
福
岡
高
裁
は
「
普
通
地
方
公
共
団

体
は
、
そ
の
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
（
自
治

法
条
の
２
）
、
そ
の
公
益
上
の
必
要
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
補
助
の
要
否
を
決
定
す
る
地
方
公
共
団
体

の
長
に
一
定
の
裁
量
権
が
あ
る
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
っ
て
当
該
補
助
金
の
交
付
は
違
法
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
公
益
上
の
必
要
性
に
関
す
る
判
断
に
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
が
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
に
当
た

っ
て
は
、
当
該
補
助
金
交
付
の
目
的
、
趣
旨
、
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
の
趣
旨
、
目
的
等
の
諸
般
の
事
情
を

総
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
私
学
助
成
法

条
等
に
基
づ
き
、
本
件

要
綱
の
定
め
る
手
続
き
に
従
っ
て
補
助
金
支
出
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
補
助
額
が
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

（
中
略
）
公
益
上
の
必
要
性
に
関
す
る
判
断
に
つ
き
被
控
訴
人
福
岡
県
に
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
が
あ
っ
た

こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
し
て
、
控
訴
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
控
訴
人
は
最
高
裁
に
上
告
し
た
が
、
上
告
棄
却
（
平
成

年
月

日
）
に
よ
り
県
の
勝
訴
が
確

定
し
て
い
る
。

（
）
平
成

年
度
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
交
付
の
正
当
性
に
つ
い
て

ア
領
収
書
の
な
い
旅
費
に
つ
い
て

電
車
代
や
バ
ス
代
の
領
収
書
が
な
い
の
は
商
習
慣
と
し
て
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
領
収
書
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、
目
的
、
交
通
手
段
、
利
用
区
間
、
金
額
及
び
人
数
を
記
載
し
た
明
細
表
を
提
出
さ
せ
確
認
し

て
お
り
、
調
査
と
し
て
は
こ
れ
で
十
分
と
考
え
る
。

な
お
、
実
際
に
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
旨
の
主
張
に
つ
い
て
、
何
ら
具
体
的
な

証
拠
は
示
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は

不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

イ
発
着
駅
不
明
の
領
収
書
に
つ
い
て

航
空
機
や
特
急
等
を
利
用
し
た
旅
費
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
の
写
し
の
提
出
及
び
原
本
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
発
着
駅
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
に
聴
き
取
り
で
確
認
し
て
お
り
、
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら

な
い
。

な
お
、
実
際
に
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
旨
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
何
ら
具
体
的

な
証
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は

不
当
な
支
出
に
当
た
ら
な
い
。

ウ
夏
祭
り
の
打
ち
上
げ
花
火
、
夏
祭
り
・
運
動
会
に
お
け
る
景
品
・
賞
品
に
つ
い
て

ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
及
び
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭
は
、
学
園
の
運
動
場
を
会
場
と
し
て
保
護
者
会
等
の
協
力
を
得
て

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
住
民
も
参
加
し
て
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等
多
彩
な
催
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。 ま
た
、
運
動
会
は
、
学
園
の
運
動
場
を
会
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
住
民
も
競
技
に
参
加
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
当
該
学
校
法
人
か
ら
実
施
成
果
と
し
て
、
教
師
・
生
徒
と
地
域
住
民
と
の
幅
広
い
交
流

の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
学
園
へ
の
理
解
促
進
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

当
該
事
業
に
お
け
る
打
ち
上
げ
花
火
や
景
品
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
園
と
県
民
等
と
の
交
流
を
通
し
て
学
校
法
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人
の
教
育
・
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
実
際
に
そ
の
目
的
を
果
た
し
て
お
り
、

補
助
金
の
趣
旨
・
目
的
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
に
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、

違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
ら
な
い
。

エ
郵
便
切
手
に
つ
い
て

切
手
代
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
の
写
し
の
提
出
及
び
原
本
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
購
入
枚
数
は
、
周
年

記
念
事
業

枚
、
周
年
記
念
運
動
会
枚
、
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
枚
、
北
九
州
朝
鮮
初
級
学
校
の
運
動
会

枚
と
行
事
の
案
内
状
送
付
用
と
し
て
は
妥
当
な
枚
数
で
あ
り
、
必
要
以
上
に
購
入
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事

実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
切
手
は
換
金
可
能
で
あ
る
旨
の
主
張
に
つ
い
て
、
換
金
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
実
も
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
ら
な
い
。

オ
燃
料
費
に
つ
い
て

領
収
書
の
写
し
の
提
出
及
び
原
本
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
会
で
使
用
す
る
機
材
の
借
り
受
け

及
び
返
却
の
た
め
、
福
岡
と
北
九
州
等
２
往
復
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
校
法
人
に
確
認
し
て
い
る
。
給
油

量
の

リ
ッ
ト
ル
は
妥
当
な
数
量
で
あ
り
、
他
に
不
正
を
疑
わ
せ
る
事
実
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
ら
な
い
。

カ
購
入
さ
れ
た
商
品
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て

平
成
年
度
の
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
不
明
な
も
の
は
な
い
。

キ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
対
外
試
合
に
係
る
飲
料
水
に
つ
い
て

主
に
試
合
に
関
わ
る
生
徒
の
水
分
補
給
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
対
外
試
合
等
の
交
流
事
業
と
は
不
可
分
か

つ
妥
当
な
支
出
と
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
に
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、
違
法
又
は
不

当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
飲
料
水
に
つ
い
て
、
単
な
る
校
内
練
習
の
た
め
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
交
流
事
業
に
当
た
ら
な
い
た

め
対
象
外
と
し
て
い
る
。

ク
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

領
収
書
の
写
し
の
提
出
及
び
原
本
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
作
成
枚
数
は
、
周
年
記
念
行
事
に
係
る
チ
ラ

シ
部
、
夏
祭
り
に
係
る
チ
ラ
シ

部
、
ポ
ス
タ
ー
部
で
あ
り
、
行
事
の
事
前
告
知
及
び
当
日
の
配

布
用
と
し
て
妥
当
な
枚
数
で
あ
り
、
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ケ
補
助
金
の
返
還
及
び
廃
止
に
つ
い
て

要
綱
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
し
て
お
り
、
何
ら
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

６
監
査
対
象
機
関
の
陳
述
に
対
す
る
請
求
人
の
意
見

監
査
対
象
機
関
の
陳
述
に
対
し
、
請
求
人
か
ら
概
ね
以
下
の
内
容
の
意
見
が
あ
っ
た
。

領
収
書
の
な
い
旅
費
に
つ
い
て
は
、
交
通
費
に
対
す
る
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
、
明
細
表
に
よ
る
支
出
が
適

切
で
あ
る
と
い
う
根
拠
を
私
学
振
興
課
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

交
通
機
関
を
使
用
し
た
と
い
う
証
明
に
関
し
て
は
、
実
際
に
交
通
機
関
を
使
用
し
た
と
い
う
具
体
的
な
根
拠

と
、
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
疑
え
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
主
張
の
根
拠
に
な
る
調
査
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
私
学
振
興
課
長
の
方
へ
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

発
着
駅
不
明
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
発
着
駅
の
記
録
が
あ
る
の
な
ら
直
ち
に
私
学
振
興
課
か
ら
提
出
さ
せ
、

そ
の
内
容
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

切
符
の
払
戻
し
に
つ
い
て
は
、
「
払
戻
し
を
受
け
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
言
い
切

る
根
拠
と
な
る
調
査
の
方
法
と
調
査
結
果
を
私
学
振
興
課
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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打
ち
上
げ
花
火
と
景
品
に
つ
い
て
は
、
私
学
振
興
課
は
交
流
と
し
て
は
効
果
の
薄
い
「
打
ち
上
げ
花
火
」
に

対
す
る
補
助
金
を
止
め
て
、
「
手
持
ち
花
火
」
に
対
す
る
補
助
金
に
限
定
し
、
そ
の
購
入
金
額
の
上
限
を
設
定

す
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
す
る
意
思
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
学
校
法
人
の
教
育
文
化
活
動
の
振
興
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
景
品
に
つ
い
て
は
、
学
校
へ
の
補
助
金
と
い
う
意
味
で
も
目
的
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
、
廃
止
す
る

意
向
は
な
い
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

切
手
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
「
換
金
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
実
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
私
学
振
興
課
の

課
長
が
言
い
切
る
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
調
査
を
さ
れ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

燃
料
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
燃
料
の
給
油
状
況
か
ら
、
「
ど
の
よ
う
な
車
（
レ
ン
タ
カ
ー
や
自
己
所
有
車
、

そ
の
車
種
等
）
」
で
「
ど
の
よ
う
な
機
材
」
を
「
ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
運
搬
」
し
た
の
か
を
私
学
振
興
課

へ
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

購
入
商
品
が
不
明
な
物
に
つ
い
て
は
、
他
年
度
に
購
入
商
品
が
不
明
な
ま
ま
で
の
補
助
金
支
出
が
あ
る
の
で
、

私
学
振
興
課
に
よ
る
意
見
・
見
解
を
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
飲
料
水
の
件
の
よ
う
に
、
学
園
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
に
関
し
て
は
曖
昧
な
基
準
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
明
確
な
基
準
を
私
学
振
興
課
へ
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
私
学
振
興
課
が
ど
の
よ
う
な
補
助
金
支
出
後
の
確
認
を
し
て
い
る
の
か
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
監
査
対
象
機
関
に
対
す
る
監
査

私
学
振
興
課
に
対
し
、
平
成
年
３
月
日
か
ら
４
月
日
ま
で
の
間
に
、
本
件
補
助
金
に
係
る
公
金
の
支
出

に
つ
い
て
関
係
書
類
の
調
査
及
び
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

８
関
係
人
調
査

学
校
法
人
福
岡
朝
鮮
学
園
に
対
し
、
平
成
年
月
日
か
ら
４
月
日
ま
で
の
間
に
、
本
件
補
助
金
に
係
る
関

係
書
類
の
現
地
調
査
及
び
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
平
成
年
４

月
５
日
付
け
文
書
で
照
会
を
行
っ
た
。

第
４
監
査
の
結
果

１
事
実
関
係
の
確
認

監
査
対
象
機
関
の
説
明
及
び
監
査
委
員
事
務
局
が
行
っ
た
調
査
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
が
認
定
し
た
事
実
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
）
朝
鮮
学
校
に
つ
い
て

朝
鮮
学
校
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

年
法
律
第

号
）
第
１
条
に
準
じ
た
学
校
で
、
同
法
第

条
第

１
項
に
規
定
す
る
学
校
教
育
に
類
す
る
教
育
を
行
う
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
各
種
学
校
で
あ
る
。

学
校
法
人
福
岡
朝
鮮
学
園
は
、
昭
和

年
に
県
知
事
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
同
法
人
が
運
営
す
る
朝

鮮
学
校
に
は
次
の
３
校
が
あ
る
。

・
九
州
朝
鮮
中
高
級
学
校
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

・
北
九
州
朝
鮮
初
級
学
校
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

・
福
岡
朝
鮮
初
級
学
校
（
福
岡
市
東
区
）

（
）
要
綱
に
定
め
る
目
的
等
に
つ
い
て

要
綱
に
定
め
る
目
的
や
補
助
対
象
経
費
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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福
岡
県
私
立
外
国
人
学
校
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
（
抜
粋
）

（
目
的
）

第
１
条
知
事
は
、
近
年
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
県
内
に
私
立
外
国
人
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
及

び
準
学
校
法
人
（
以
下
、
「
学
校
法
人
」
と
い
う
。
）
の
教
育
・
文
化
活
動
等
の
振
興
を
図
る
た
め
、
学

校
法
人
に
対
し
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
外
国
人
学
校
教
育
振
興
費
補
助
金
（
以
下
、
「
補
助
金
」
と
い

う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
補
助
金
等
交
付
規
則
（
昭
和
３
３
年

福
岡
県
規
則
第
５
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
要
綱
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
補
助
金
対
象
経
費
、
補
助
率
）

第
２
条
こ
の
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
次
に
掲
げ
る
外
国
人
学
校
が
行
う
交
流
事
業
（
以

下
「
補
助
事
業
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
知
事
が
認
め
る
経
費
（
以
下

「
補
助
対
象
経
費
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

（
）
外
国
人
学
校
が
主
催
す
る
地
域
又
は
日
本
の
学
校
と
の
交
流
事
業

（
）
地
域
又
は
日
本
の
学
校
が
主
催
す
る
外
国
人
学
校
と
の
交
流
事
業

（
）
外
国
人
学
校
と
日
本
の
学
校
と
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
事
業

２
補
助
対
象
経
費
の
区
分
及
び
補
助
率
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表
（
要
綱
第
２
条
第
２
項
関
係
）

補
助
事
業

補
助
対
象
経
費

補
助
率

外
国
人
学
校
が
主
催
す
る
地
域
又
は
日

本
の
学
校
と
の
交
流
事
業

報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
委
託

料
、
使
用
料
及
び
賃
借
料

以
内

地
域
又
は
日
本
の
学
校
が
主
催
す
る
外

国
人
学
校
と
の
交
流
事
業

旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃

借
料
、
負
担
金

以
内

外
国
人
学
校
と
日
本
の
学
校
と
の
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
交
流
事
業

旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃

借
料
、
負
担
金

以
内
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（
）
補
助
金
の
支
出
状
況
に
つ
い
て

平
成

年
度
補
助
対
象
事
業
費
の
総
額
は

円
（
内
訳
は
次
の
表
の
と
お
り
）
で
、
補
助
金
額
は

円
で
あ
る
。

（
単
位
：
円
）

学
校
名

事
業
内
容

事
業
費
（
精
算
額
）

九
州
朝
鮮
中
高
級
学
校

地
域
住
民
公
開
運
動
会

学
校
創
立

周
年
記
念
公
演
及
び
野
外
イ
ベ
ン
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
対
外
試
合
（
高
級
部
）

サ
ッ
カ
ー
部
対
外
試
合
（
中
級
部
）

北
九
州
朝
鮮
初
級
学
校

地
域
住
民
公
開
運
動
会

北
九
州
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り

朝
・
日
友
好
学
芸
会

筑
豊
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
コ
ン
サ
ー
ト

福
岡
朝
鮮
初
級
学
校

地
域
住
民
公
開
運
動
会

馬
出
保
育
所
と
の
交
流
①

福
岡
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭

朝
鮮
舞
踏
発
表
会

馬
出
保
育
所
と
の
交
流
②

地
域
住
民
公
開
学
芸
会

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
交
流
試
合

少
年
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

計
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（
）
請
求
人
が
違
法
又
は
不
当
と
主
張
す
る
事
項
に
つ
い
て

本
件
補
助
金
の
交
付
に
関
し
、
請
求
人
が
違
法
又
は
不
当
と
主
張
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
結
果
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
旅
費
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
は
、
電
車
代
や
バ
ス
代
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
商
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
、
写
し

の
提
出
を
求
め
ず
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
目
的
、
交
通
手
段
、
利
用
区
間
、
金
額
や
人
数
を
記
載
し
た
出

金
明
細
表
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

・
ま
た
、
当
日
の
試
合
参
加
人
数
等
は
、
実
績
報
告
書
に
基
づ
き
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
部
員

名
簿
や
参
加
名
簿
等
で
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

・
領
収
書
は
あ
っ
て
も
発
着
駅
等
が
不
明
な
も
の
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
学
振
興
課
職
員
が
学
園
に
出
向
き
、

実
績
報
告
書
に
基
づ
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
購
入
区
間
や
目
的
等
の
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
行
っ
た
聴
き
取
り
に
お
い
て
も
、
領
収
書
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
出

金
明
細
表
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
、
保
護
者
等
に
よ
る
送
迎
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
発
着
駅
が
不
明
な
領
収

書
に
つ
い
て
は
、
出
張
者
の
メ
モ
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
さ
ら
に
、
試
合
や
発
表
会
の
参
加
の
事
実
や
参
加
人
数
等
を
確
認
す
る
た
め
に
、
私
学
振
興
課
を
通
じ
て
、

学
園
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
、
ス
コ
ア
シ
ー
ト
及
び
部
員
名
簿
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
部

員
名
簿
並
び
に
朝
鮮
舞
踏
発
表
会
及
び
筑
豊
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
者
名
簿
等
を
入
手
し

た
。

・
な
お
、
監
査
委
員
事
務
局
が
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
確
認
し
た
結
果
、
購
入
さ
れ
た
切
符
が
払
戻
し
を

受
け
た
か
ど
う
か
は
領
収
書
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

イ
北
九
州
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
・
福
岡
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭
に
お
け
る
花
火
及
び
景
品
に
つ
い
て

・
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
、
福
岡
納
涼
祭
と
も
に
私
学
振
興
課
職
員
が
当
日
現
地
に
赴
き
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

テ
ー
ブ
ル
席
で
の
歓
談
・
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
私
学
振
興
課
は
、
花
火
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
や
内
容
等
を
勘
案
す
る
と
、
妥
当
な
範
囲
内
で
あ

る
と
判
断
し
て
補
助
対
象
経
費
と
認
め
た
。
ま
た
、
景
品
の
中
に
は
１
万
円
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
同

様
の
理
由
で
補
助
対
象
経
費
と
認
め
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
参
加
人
数
に
つ
い
て
は
、
当

日
、
学
園
の
職
員
が
通
し
番
号
を
付
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
し
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
祭
り

も
人
程
度
が
参
加
し
、
地
域
住
民
も
多
数
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
ま
た
、
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
事
務
局
が
北
九
州
市
八
幡
西
区
役
所
を
通
じ
て
自
治
会
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
会
に
案
内
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
元
関
係
者
に
も
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
町
内
会
や
婦
人
会
の
関
係
者
と
い
っ
た
地
域
住
民
が
多
数
参
加
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
た
。

・
福
岡
納
涼
祭
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
事
務
局
が
福
岡
市
東
区
役
所
を
通
じ
て
自
治
協
議
会
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
毎
年
、
案
内
状
が
送
付
さ
れ
、
少
な
く
と
も
、
役
員
等
５
名
～
名
が
参
加
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得

た
。

・
景
品
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
景
品
購
入
に
当
た
っ
て
の
基

準
は
特
に
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
福
岡
納
涼
祭
の
景
品
は
全
て
企
業
等
か
ら
の
寄
付
で
あ
り
、
ア
リ

ラ
ン
夏
祭
り
は
福
岡
納
涼
祭
ほ
ど
景
品
の
寄
付
が
集
ま
ら
な
い
た
め
に
、
景
品
の
一
部
を
補
助
金
で
購
入
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
行
事
の
案
内
状
送
付
の
た
め
の
郵
便
料
金
に
つ
い
て
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・
実
績
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
後
、
私
学
振
興
課
の
職
員
が
学
園
に
赴
き
、
学
園
に
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

の
行
事
ご
と
の
送
付
先
の
抽
出
方
法
や
、
抽
出
し
た
具
体
的
送
付
先
等
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。
な
お
、

送
付
先
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
提
出
を
求
め
な
か
っ
た
。

・
併
せ
て
、
切
手
は
必
要
の
都
度
、
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
事
業
規
模
か
ら
購
入
枚
数
は
妥
当
な

も
の
と
の
判
断
を
行
っ
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
送
付
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
行
事
ご
と
に
、
必
要
な
送
付
先
を
抽
出
し
て
送
付
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
北
九
州
朝
鮮
初
級
学
校
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出
し
た
送
付
先
デ
ー
タ
の
一
部
が
、
福

岡
朝
鮮
初
級
学
校
に
つ
い
て
は
抽
出
前
の
デ
ー
タ
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
補
助
事
業
で
使
用
す
る
切
手
に
つ
い
て
は
、
送
付
の
都
度
、
必
要
分
を
郵
便
局
で
購
入
し
て
お
り
、

記
念
切
手
に
つ
い
て
は
、
学
園
側
が
希
望
し
て
購
入
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

エ
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
費
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
が
学
園
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
で
は
、
６
月
１
日
に
つ
い
て
は
、
折
尾
に
あ
る
北
九
州
朝

鮮
初
級
学
校
・
九
州
朝
鮮
中
高
級
学
校
及
び
戸
畑
の
支
援
者
か
ら
マ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
、
机
・
椅
子
等
の
物
資

を
借
り
る
た
め
に
、
学
校
近
隣
に
居
住
す
る
卒
業
生
所
有
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
借
用
し
、
和
白
－
折
尾
－
戸
畑

間
を
往
復
し
た
。
な
お
、
そ
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
学
校
所
有
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
り
他
の
用
務
と
併
せ

て
行
っ
た
た
め
、
燃
料
費
を
補
助
金
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

・
６
月
日
に
つ
い
て
は
、
津
屋
崎
の
支
援
者
か
ら
借
り
て
い
た
物
資
を
津
屋
崎
ま
で
返
却
す
る
た
め
に
、
同

様
に
卒
業
生
所
有
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
借
用
し
、
和
白
－
津
屋
崎
間
を
往
復
し
た
。
な
お
、
借
用
時
に
つ
い
て

は
、
支
援
者
が
自
ら
学
校
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
燃
料
費
を
補
助
金
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。

・
た
だ
し
、
実
績
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
出
金
明
細
表
で
は
、
区
間
に
つ
い
て
「
和
白
－
折
尾
－
戸
畑
の
往

復
」
及
び
「
和
白
－
津
屋
崎
の
往
復
」
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
「
和
白
折
尾
の
往
復
（
２
回
）
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

オ
品
名
や
商
品
内
容
が
不
明
な
領
収
書
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
が
学
園
か
ら
提
出
さ
れ
た
領
収
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
年
度
に
つ
い
て
は
、
購
入
商

品
が
不
明
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
領
収
書
か
ら
確
認
し
た
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。

カ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
交
流
試
合
に
お
け
る
部
員
用
飲
料
水
に
つ
い
て

・
飲
料
水
は
生
徒
個
人
で
も
用
意
し
て
い
る
が
、
学
園
は
熱
中
症
予
防
等
に
万
全
を
期
す
た
め
、
管
理
者
と
し

て
学
校
で
も
予
備
的
に
飲
料
水
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
私
学
振
興
課
に
お
い
て
も
そ
れ
を
認
め
て

い
た
。

・
ま
た
、
私
学
振
興
課
は
、
学
園
側
が
補
助
金
の
対
象
と
す
る
の
は
交
流
試
合
で
の
飲
料
水
に
限
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
は
補
助
金
に
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。

キ
行
事
案
内
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
は
、
実
績
報
告
時
に
、
学
園
か
ら
の
聴
き
取
り
に
よ
り
、
周
年
記
念
行
事
、
北
九
州
ア
リ
ラ

ン
夏
祭
り
と
も
に
チ
ラ
シ

枚
が
作
成
さ
れ
、
地
域
の
ほ
か
、
卒
業
生
、
保
護
者
や
町
内
会
へ
配
布
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
用
の
ポ
ス
タ
ー
枚
は
、
学
校
職
員
が
手
分
け
し
て
銀

行
そ
の
他
の
企
業
等
に
掲
示
の
依
頼
に
行
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
確
認
し
た
。
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・
私
学
振
興
課
は
、
い
ず
れ
の
祭
り
に
つ
い
て
も
、
事
業
規
模
か
ら
、
チ
ラ
シ

枚
は
妥
当
な
枚
数
と
判

断
し
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
は
、
学
園
に
お
い
て
、
配
布
先
一
覧
表
の
よ
う
な
も
の
は
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
前

年
度
を
参
考
に
協
議
の
上
、
配
布
先
や
枚
数
を
決
定
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
校
内
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
銀
行
そ
の
他
の
企
業
等
に
掲
示
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ク
参
加
人
員
が
８
人
と
な
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
へ
の
参
加
旅
費
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
は
実
績
報
告
時
に
学
園
へ
の
聴
き
取
り
を
行
い
、
九
州
朝
鮮
中
高
級
学
校
か
ら
選
抜
選
手
８
名

が
参
加
し
、
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
参
加
し
た
旨
を
確
認
し
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
私
学
振
興
課
を
通
じ
て

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
に
も
聴
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
、
同
校
か
ら
も
、
合
同
チ
ー
ム
の
結
成
が
確
認
さ
れ

た
。

ケ
福
岡
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭
の
舞
台
レ
ン
タ
ル
料
に
つ
い
て

・
私
学
振
興
課
職
員
が
当
日
現
地
に
赴
き
、
舞
台
は
祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
運
動
場
に
設
置
さ
れ
、
子
供
た

ち
の
舞
踊
や
抽
選
等
の
催
し
も
の
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
監
査
委
員
事
務
局
が
学
園
に
お
い
て
確
認
し
た
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。

２
判
断

上
記
の
認
定
事
実
に
基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
判
断
す
る
。

旅
費
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
領
収
書
等
に
よ
る
証
明
が
な
い
、
又
は
領
収
書
が
あ
っ
て
も
発
着
駅
等
が
不
明
な
旅
費
に
対
す

る
補
助
金
の
支
出
は
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
さ
れ
た
事
実
相
互
間
に
不
合

理
な
点
又
は
不
正
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
実
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
実
際
に
不
正
を
行
っ
た
と
疑
う
に
足
り

る
具
体
的
な
事
実
に
つ
い
て
も
、
請
求
人
か
ら
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由

が
な
い
。

一
方
で
、
の
切
符
に
つ
い
て
、
商
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
領
収
書
の
写
し
の
提
出
を
求
め
て

い
な
い
と
い
う
私
学
振
興
課
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
は
券
売
機
で
簡
単
に
取
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
経
費
執
行
の
透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
そ
の
添
付
を
指
導
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

北
九
州
ア
リ
ラ
ン
夏
祭
り
・
福
岡
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭
に
お
け
る
花
火
及
び
景
品
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
花
火
及
び
景
品
の
経
費
に
つ
い
て
、
高
額
で
あ
り
、
か
つ
、
生
徒
間
交
流
と
し
て
の
効
果
が
薄

い
た
め
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
は
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
本
件
補
助
金
は
、

外
国
人
学
校
と
日
本
の
学
校
と
の
交
流
に
関
す
る
事
業
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
学
校
が
主
催
す
る
地
域
と
の
交

流
事
業
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
要
綱
第
２
条
第
１
項
第
１
号
）
、
広
く
地
域
住
民
の
参
加
す
る
ア
リ

ラ
ン
夏
祭
り
及
び
福
岡
納
涼
祭
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
経
費
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
交
流
を
目
的
と
し
た
夏
祭
り
等
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
花
火
の
打
ち
上
げ
や
景
品
の
抽
選

等
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
回
要
し
た
経
費
は
、
著
し
く
高
額
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
よ
っ

て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

一
方
で
、
私
学
振
興
課
に
お
い
て
は
、
現
地
に
お
い
て
交
流
内
容
の
確
認
は
行
っ
て
い
た
が
、
今
後
、
経
費

執
行
に
つ
い
て
よ
り
一
層
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
例
え
ば
、
行
事
の
具
体
的
内
容
が
記
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
実
績
報
告
時
に
併
せ
て
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
第
三
者
が
客
観
的
に
事
業
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
な

方
法
に
つ
い
て
工
夫
・
検
討
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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行
事
の
案
内
状
送
付
の
た
め
の
郵
便
料
金
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
郵
便
料
金
に
対
す
る
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
、
切
手
の
換
金
や
対
象
外
経
費
へ
の
充
当
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
そ

う
し
た
疑
い
を
事
実
と
認
め
る
に
足
り
る
根
拠
は
な
く
、
ま
た
、
現
に
、
各
行
事
に
は
案
内
状
の
送
付
枚
数
と

比
較
し
て
も
妥
当
な
数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由

が
な
い
。

一
方
で
、
私
学
振
興
課
は
学
園
に
対
し
、
行
事
ご
と
の
送
付
先
一
覧
表
の
出
力
・
保
存
ま
で
は
指
示
し
て
い

な
か
っ
た
。
今
後
は
、
明
確
に
送
付
先
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
資
料
の
整
備
・
保
存
を
指
示
す
る
な
ど
、
一
層

の
透
明
性
確
保
に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
費
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
費
に
つ
い
て
、
実
際
に
補
助
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
の
か
疑
わ
し
く
、
こ

れ
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
は
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
さ
れ
た
事
実
に
よ

る
と
、
燃
料
の
使
用
量
に
つ
い
て
請
求
人
の
指
摘
す
る
よ
う
な
不
自
然
な
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
運
搬
の

方
法
及
び
運
搬
物
資
に
つ
い
て
も
、
卒
業
生
か
ら
借
り
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
マ
ッ
ト
や
テ
ン
ト
、
机
・
椅
子
等
の

運
動
会
用
物
資
を
運
搬
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
燃
料
費
は
補
助
対
象
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

一
方
、
前
述
の
事
実
確
認
の
と
お
り
、
実
績
報
告
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
出
金
明
細
表
で
は
、
「
和
白
－
折

尾
－
戸
畑
の
往
復
」
及
び
「
和
白
－
津
屋
崎
の
往
復
」
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
「
和
白
折
尾
の
往
復

（
２
回
）
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
請
求
人
が
燃
料
費
に
つ
い
て
不
自
然
な
点
が
あ
る
と
判
断
し
た
原

因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

私
学
振
興
課
は
、
正
確
な
経
路
の
聴
き
取
り
を
し
た
時
点
で
、
出
金
明
細
表
の
記
載
内
容
が
正
確
で
は
な
い

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
学
園
に
対
し
て
、
実
績
報
告
書
を
修
正
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
る

べ
き
で
あ
っ
た
。

品
名
や
商
品
内
容
が
不
明
な
領
収
書
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
購
入
さ
れ
た
商
品
が
不
明
な
ま
ま
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
違
法
又
は
不
当
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
が
、
平
成
年
度
に
つ
い
て
は
、
購
入
商
品
の
不
明
な
領
収
書
は
な
く
、
請
求
人
の
主
張
に

は
理
由
が
な
い
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
交
流
試
合
に
お
け
る
部
員
用
飲
料
水
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
交
流
試
合
に
お
け
る
部
員
用
飲
料
水
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
は
、
違
法
又
は

不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
飲
料
水
の
購
入
経
費
に
つ
い

て
は
、
交
流
事
業
に
要
す
る
経
費
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が

な
い
。

行
事
案
内
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
配
布
や
貼
付
の
状
況
が
確
認
で
き
な
い
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
は
違
法

又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
事
業
規
模
か
ら
チ
ラ
シ

枚
は
妥
当
な
枚
数
と
判
断
し
た
私
学
振

興
課
の
判
断
は
、
一
般
的
に
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
た
者
の
全
て
が
行
事
に
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
特
に
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
枚
に
つ
い
て
も
、
校
内
に
掲

示
す
る
ほ
か
銀
行
そ
の
他
の
企
業
等
に
掲
示
を
依
頼
し
た
と
い
う
学
園
側
の
説
明
を
踏
ま
え
る
と
、
不
合
理
な

も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
請
求
人
か
ら
は
、
チ
ラ
シ
等
が
明
ら
か
に
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
具
体
的
事
実
も
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示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
よ
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

一
方
で
、
私
学
振
興
課
か
ら
学
園
に
対
し
、
配
布
先
リ
ス
ト
等
の
作
成
等
、
今
後
更
な
る
透
明
性
の
確
保
の

た
め
の
方
法
に
つ
い
て
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
人
員
が
８
人
と
な
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
へ
の
参
加
旅
費
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
参
加
人
員
が
人
で
は
な
く
８
人
と
な
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
旅
費
に
対
す
る
補
助
金
の

支
出
は
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
さ
れ
た
事
実
に
不
合
理
な
点
は
見
当
た
ら

ず
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

福
岡
ふ
れ
あ
い
納
涼
祭
の
舞
台
レ
ン
タ
ル
料
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
必
要
不
可
欠
と
は
判
断
で
き
な
い
舞
台
の
レ
ン
タ
ル
料
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
は
違
法
又
は

不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
前
述
の
確
認
結
果
に
不
合
理
な
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
請
求
人
の
主
張
に
は

理
由
が
な
い
。

上
記
に
述
べ
た
と
お
り
、
補
助
金
の
支
出
に
違
法
又
は
不
当
が
あ
る
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
、
本
件
請
求
の
う
ち
、
平
成
年
度
の
教
育
振
興
事
業
費
補
助
金
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
棄
却
す

る
。 な
お
、
住
民
監
査
請
求
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
が
違

法
又
は
不
当
な
場
合
に
、
当
該
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
、
当
該
行
為
を
是
正
す
る
こ
と
、
当
該
怠
る
行
為
を
改
め
る

こ
と
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事
実
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
被
っ
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
限
ら
れ

て
い
る
（
自
治
法
第

条
第
１
項
）
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
請
求
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
請
求
人
が
求
め
る
措
置
の
う
ち
、
「
福
岡
朝
鮮
学
園
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て
の
質
問
書
」
へ
の
回
答
、
記
者
会
見
の
実
施
、
他
の
外
部
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
調
査
等
は
、

本
件
請
求
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
に
は
当
た
ら
な
い
。

３
意
見

本
件
監
査
の
結
果
は
以
上
で
あ
る
が
、
監
査
委
員
と
し
て
の
意
見
を
次
の
と
お
り
述
べ
る
。

私
学
振
興
課
に
お
い
て
は
、
補
助
金
の
実
績
報
告
書
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
現
地
確
認
や
学
園
か
ら
の
聴

取
を
行
っ
て
い
る
が
、
確
認
の
記
録
や
支
出
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
に
一
部
不
備
が
あ
る
な
ど
改
善
す
べ
き
点

も
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
助
金
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
事
後
に
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

請
求
者
の
疑
念
を
招
く
一
因
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
私
学
振
興
課
に
お
い
て
は
、
実
績
報
告
書
に
係
る
補
助
金
支
出
の
裏
付
け
と
な
る
証
拠
書
類
の
確
認
等

を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
学
園
に
対
し
て
、
証
拠
書
類
等
の
整
備
に
努
め
る
よ
う
指
導
を
行
う
な
ど
、
補
助
金
交

付
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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